






 要約:わが国でも乳幼児突然死症候群(SIDS)で連日 2-3 名の、それまで健康だと思われて

いた乳幼児の命が失われている。 しかし病因は特定されておらず、目標を定めた予防策

は講じられていない。SlDS の実態が明らかになるにつれこの事実は社会不安を助長する

可能性が否定できない。本研究では、SIDS の病因は現状で明確ではないものの、突然の

呼吸停止に引き続く心停止と位置づけ、日常生活に影響を与えない、無呼吸や心停止の検

出と適切な救急蘇生の普及が SIDS による死亡を防ぐ唯一の現実的な方策と考え、そうし

た方法の基本的な開発を検討した。暗視カメラ及びベッドセンサによる、身体に特別なセ

ンサーを取り付けない非接触式呼吸心拍モニターの基礎検討を行った。


